
日
頃
は
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
で
は
、
母
校
の
様
子
を
少
し
で
も
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、
創
立
百
周
年
を
機
に
、
同
窓

会
報
を
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
同
窓
会
報
で
は､

在
校
生
の
部
活
動
の
活
躍
、
三
年
生
の
進
学
情
報
・

教
職
員
の
異
動
な
ど
、
母
校
の
様
子
が
わ
か
り
や

す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
活
躍
に

つ
い
て
も
、｢

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト｣

の
コ
ー
ナ
ー
で

写
真
を
交
え
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
同
窓
会

報
を
通
し
て
、
北
高
同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
引

							

	

き
続
き
、
新
規
購
読
や
購
読
更
新
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、昨
年
度
創
設
し
た
「
ポ
プ
ラ
基
金
」
に
多

く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん
よ
り
ご
賛
同
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ク
ロ
マ
ツ
２
本
を
植

え
、｢

三
本
松｣

を
当
初
の
形
に
戻
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
植
樹
祭
の
模
様
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、「
ポ
プ
ラ

基
金
」
を
、
ポ
プ
ラ
並
木
の
植
樹
費
用
な
ど
に
充

て
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
北
高
が
素
敵
な

学
び
舎
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
同
窓
生
の
皆
様
の

ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
北
高
同
窓
会
で
は
、
満
二
〇
才
・

四
〇
才
・
六
〇
才
と
い
う
二
十
年
毎
の
節
目
で
、

卒
業
年
度
の
同
窓
会
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
働

き
か
け
、
北
高
会
総
会
へ
の
ご
出
席
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
お
酒
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇

歳
、
子
供
へ
の
手
が
離
れ
つ
つ
あ
り
仕
事
も
部
下

が
い
る
よ
う
に
な
る
働
き
盛
り
の
四
〇
歳
、
還
暦

を
迎
え
た
六
〇
歳
と
、
そ
の
節
目
節
目
に
北
高
会

総
会
へ
ご
出
席
い
た
だ
き
、
母
校
の
活
躍
、
同
窓

生
の
活
躍
に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
同
窓
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
北
高
同
窓

生
の
同
士
の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら

ば
北
高
同
窓
会
の
意
義
が
あ
る
の
で
は
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
北
高
同
窓
会
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
生
の
み
な
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
日
頃
は
母
校
の
教

育
活
動
に
多
大
な
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
た
び
の
定
期
人
事
異
動
で
藪
田
敏
行

前
校
長
の
後
任
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
岩
瀬
正
光

と
申
し
ま
す
。
こ
の
百
余
年
の
伝
統
を
誇
る
岡
崎
北

高
校
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
責
任
の

重
さ
に
身
の
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
校
の
さ
ら
な
る
充
実
・

発
展
の
た
め
誠
心
誠
意
、
全
力
で
努
力
し
て
い
く
所

存
で
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
世
間
で
は
「
二
兎
を
追
う
者
は
一
兎
を
も

得
ず
」、
と
言
い
ま
す
が
、
本
校
で
は
「
少
な
く
と

も
勉
強
、
部
活
動
、
学
校
行
事
の
三
兎
を
追
う
進
学

校
」
を
め
ざ
し
て
様
々
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
の
大
学
入
試
で
は
、
名
大
17
名
の
現

役
合
格
を
は
じ
め
、
愛
教
大
27
名
、
名
工
大
18
名
、

名
市
大
13
名
な
ど
県
内
国
公
立
大
学
で
90
名
余
り
、

そ
の
他
大
阪
大
３
名
、
神
戸
大
３
名
、
奈
良
女
子
大

３
名
な
ど
国
公
立
大
学
に
合
計
で
191
名
が
合
格
、
私

立
大
学
も
慶
応
大
４
名
、
明
治
大　

10
名
、
立
命
館

大
50
名
、
南
山
大
104
名
な
ど
有
名
私
立
大
学
に
も
多

数
合
格
し
て
い
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
全
国
大
会
に

陸
上
部
、
放
送
部
、
カ
ヌ
ー
部
が
出
場
、
東
海
・
中

部
日
本
大
会
に
吹
奏
楽
部
が
出
場
、
そ
し
て
ほ
と
ん

ど
の
部
活
動
が
県
大
会
出
場
を
果
た
す
な
ど
、
校

内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
行
事
で
も
５

月
行
わ
れ
た
球
技
大
会
も
盛
り
上
が
り
、
特
に
閉
会

式
で
は
、
生
徒
同
士
が
肩
を
組
み
「
白
亜
の
校
舎　

我
が
母
校
」
と
校
歌
を
大
熱
唱
す
る
姿
が
あ
り
ま
し

た
。
間
も
な
く
９
月
に
行
わ
れ
る
文
化
祭
、
体
育
大

会
で
は
さ
ら
に
燃
え
る
北
高
生
の
姿
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
新
た
に
コ
ス
モ
サ

イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
、
さ
ら
に
昨
年
度
よ

り
「
県
立
学
校
ア
ク
テ
イ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
」
文

化
芸
術
部
門
の
研
究
校
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
（
今

年
11
月
11
日
（
日
）
に
「
和
楽
器
と
吹
奏
楽
の
融

合
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
中
間
発
表
会
が
開
か
れ
る
予

定
）、
良
き
伝
統
は
継
承
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
新

た
な
学
校
創
造
に
向
か
っ
て
い
る
最
中
で
す
。

私
ど
も
教
職
員
一
同
、
岡
崎
北
高
校
の
輝
き
が
さ

ら
に
増
す
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
重

ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

岡 崎 北 高 等 学 校
同 窓 会 報
発 行： 北 高 会
同 窓 会 事 務 局
岡崎市石神町17の1
TEL（0564）22–2536
FAX（0564）25–9231
dousou-kitakoh@yahoo.co.jp
題 字：大 原 正 義

同
窓
会
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長

　

杉
本
知
治

校　

長

　

岩
瀬
正
光

白揚賞　授与の様子
（平成 24 年 2 月 29 日）

昨年度総会での
前校長あいさつ
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若手理事懇親会
（ROPPONGI にて）
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豊橋・桑名・苫小牧・福岡・宮城・大分

平成２４年度入試 合格者数（過年度卒を含む）

国公立大合計 191
私 立 大 合 計 916

国公立大学　東日本

東
日
本 

 21

北 見 工 業 1
北 海 道 1
茨 城 2
千 葉 4
東 京 学 芸 1
新 潟 2
上 越 教 育 1
長 岡 技 術 科 学 1
首 都 大 東 京 5
高 崎 経 済 1
千 葉 県 立 保 健 医 療 1
横 浜 市 立 1

国公立大学　西日本

西
日
本 

31

滋 賀 2
和 歌 山 和 歌 山 1
奈 良 女 子 3
奈 良 教 育 奈 良 教 育 1
大 阪 3
神 戸 3
広 島 2
鳥 取 1
山 口 1
宮 崎 1
鹿 屋 体 育 1
滋 賀 県 立 1
京 都 府 立 1
大 阪 府 立 3
神 戸 市 立 外 語 4
兵 庫 県 立 1
尾 道 市 立 1
高 知 県 立 1主な私立大学 東日本

青 山 学 院 2
北 里 7
慶 應 義 塾 4
国 際 基 督 教 1
駒 澤 2
上 智 1
芝 浦 工 業 6
専 修 2
中 央 3
津 田 塾 1
東 海 1
東 京 女 子 1
東 京 農 業 4
東 京 理 科 8
東 洋 2
日 本 11
法 政 17
明 治 10
立 教 2
早 稲 田 2

愛 知 105
愛 知 医 科 2
愛 知 工 業 19
愛 知 淑 徳 60
金 城 学 院 17
椙 山 女 学 園 34
中 京 66
豊 田 工 業 2
名 古 屋 外 国 語 16
南 山 104
藤 田 保 健 衛 生 4
名 城 86
名 古 屋 学 芸 15
名 古 屋 女 子 23
日 赤 豊 田 看 護 5

同 志 社 10
京 都 薬 科 2
立 命 館 47
龍 谷 10
関 西 2
近 畿 5
関 西 学 院 6

国公立大学　中部地区

中
部
地
区 

139

愛
　
知

愛 知 教 育 27
豊 橋 技 術 科 学 1
名 古 屋 17
名 古 屋 工 業 18
愛 知 県 立 14
愛 知 県 立 芸 術 1
名 古 屋 市 立 13

東
海
三
県

静 岡 10
岐 阜 11
三 重 4
静 岡 文 化 芸 術 4

甲
信
越
・
北
陸

富 山 富 山 2
金 沢 1
福 井 福 井 2
山 梨 1
信 州 6
富 山 県 立 2
石 川 県 立 1
福 井 県 立 3
都 留 文 科 1 トピックス

❶3年連続、国公立大学合格者数
190名を超える。

❷名古屋大学、現役１７名合格。
県内国公立大学に９１名合格。

❸関西最難関の大阪・神戸・
奈良女子に各３名合格。

❹コスモ２期生も大きくはばたく。
２期生は、国公立大学に２１名合格。

主な私立大学 中部地区

主な私立大学 西日本
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個人・重奏コンテスト中部本大会
フルート優秀賞奏者と伴奏者

第25回東海北信越高等学校
選手権大会(ボーリング)

個人・重奏コンテスト中部本大会
優秀賞　金管八重奏

陸上部・アーチェリー全国へ
左端400m、右から2人目と3人目走幅跳。左端アーチェリー。他は陸上東海大会参加者。

部 活 動

【全国大会以上】

陸上競技

アジア・インターシティ陸上競技大会 高校男子走幅跳 ２位
第５回日本ユース陸上競技選手権大会 男子走幅跳 ２位

平成２４年度全国高等学校総合体育大会
男子走幅跳 出場決定（８月）
男子走幅跳 出場決定（８月）
男子４００ｍ 出場決定（８月）

カヌー
日本カヌースプリントジュニア選手権大会

女子カヤックフォア５００ｍ ４位
女子カヤックフォア２００ｍ ５位
女子カヤックフォア５００ｍ ３位

第６６回国民体育大会
カヌースプリント競技

少年女子
カヤックペア２００ｍ ８位

アーチェリー 平成２４年度全国高等学校総合体育大会 男子 出場決定（８月）
放送部 第３５回全国高等学校総合文化祭 放送専門部 文化連盟賞

【県大会（出場以上）】

陸上競技

平成２３年度愛知県高等学校新人体育大会

男子４００ｍ 優勝（東海大会出場） 西三河２位
男子４×４００ｍ ５位（東海大会出場） 西三河２位
男子棒高跳

出場

西三河４位・５位
女子４００ｍＨ 西三河４位
男子２００ｍ 西三河優勝・３位
男子４×１００ｍ 西三河２位
男子３０００ｍＳＣ 西三河２位
男子１１０ｍＨ 西三河優勝
男子走幅跳 西三河優勝
男子４００ｍＨ 西三河５位
男子５０００ｍ 西三河６位
女子走高跳 西三河６位
女子４×１００ｍＲ 西三河６位

全国高校駅伝競走大会愛知県予選会 １３位（名岐駅伝出場）

平成２４年度愛知県高等学校総合体育大会

男子走幅跳 ２位 ( 東海大会出場） 西三河優勝
男子走幅跳 ３位（東海大会出場） シード権による出場
男子三段跳 ３位 西三河２位
男子棒高跳 ６位 西三河５位
男子４００ｍ ４位（東海大会出場） 西三河２位
男子４×４００ｍ ４位（東海大会出場） 西三河優勝
女子 7 種競技 ８位 西三河５位
女子４００ｍＨ

出場

西三河５位
男子５０００ｍ 西三河５位
男子３０００ｍＳＣ 西三河５位
男子棒高跳 西三河６位
男子棒高跳 西三河８位
男子４００ｍＨ 西三河６位
女子１００ｍＨ 西三河７位

アーチェリー 平成２４年度愛知県高等学校総合体育大会 男子個人 ２位 ( 東海大会出場） 西三河優勝

バレーボール

平成２３年度愛知県高等学校バレーボール選手権大会
男子

出場 西三河４位
平成２３年度全日本バレーボール高等学校選手権大会 出場 西三河５位
平成２４年度愛知県高等学校総合体育大会 出場 西三河５位
平成 23 年度全日本バレーボール高等学校選手権大会 女子 出場 西三河５位

ハンドボール
平成２３年度愛知県高等学校ハンドボール選手権大会 男子 出場 西三河７位
平成２３年度愛知県高等学校ハンドボール選手権大会

女子
出場 西三河４位

平成２４年度愛知県高等学校総合体育大会 出場 西三河５位

ソフトボール
平成２３年度愛知県高等学校新人ソフトボール大会 出場（県ベスト８） 西三河５位
平成２４年度愛知県高等学校総合体育大会 出場 西三河５位

サッカー 平成２３年度愛知県高等学校新人体育大会サッカー競技 男子 出場 西三河５位

卓球 平成２４年度愛知県高等学校総合体育大会
女子団体 出場 西三河８位
女子ダブルス 出場 西三河ベスト１６
女子シングルス 出場 西三河ベスト３２

ソフトテニス 国民体育大会選手選考会愛知県大会 男子ダブルス 出場 西三河ベスト３２
弓道 愛知県弓道選手権大会（個人） 出場

吹奏楽

第２４回愛知県高等学校総合文化祭吹奏楽専門部大会 奨励賞
第５４回中部日本吹奏楽コンクール愛知大会 高等学校小編成の部 優秀（中部本大会出場）

第２４回管楽器個人・重奏コンテスト愛知県大会

フルート独奏 優秀賞（中部本大会出場） 西三河優秀
フルート独奏 優秀賞（中部本大会出場） 西三河優秀
ファゴット独奏 優良賞 西三河優秀
木管八重奏 優良賞 西三河優秀
サクソフォン四重奏 優秀賞 西三河優秀
金管八重奏 優秀賞（中部本大会出場） 西三河優秀

平成２３年度愛知県アンサンブルコンテスト県大会
打楽器七重奏 銀賞 西三河金賞
フルート六重奏 金賞 西三河金賞
クラリネット八重奏 銀賞 西三河金賞

放送 第２４回愛知県高等学校総合文化祭放送部門 アナウンス部門 優良賞

【部活動以外】 ・ 第１２回日本数学コンクール論文賞 入選 ・ 第５７回青少年読書感想文愛知県コンクール 愛知県図書館研究会賞
・ 第６回ニッケピュアハートエッセー大賞 銅賞 ・ あいちの科学の甲子園２０１１ 奨励賞（４位）
・ 税に関する高校生の作文 佳作 ・ 第 25 回東海北信越高等学校選手権大会兼高体連加盟校全国選抜大会〔種目：ボーリング〕 出場

【東海大会・中部大会東海大会】

陸上競技

第１４回東海高等学校
新人陸上競技選手権大会

男子４００ｍ 第３位
男子４×４００ｍ 出場

平成２４年度東海高等学校
総合体育大会

男子４００ｍ ６位（高校総体出場）

男子走幅跳
２位(高校総体出場）
４位（高校総体出場）

男子４×４００ｍ ９位
アーチェリー 平成２４年度東海高等学校総合体育大会 男子 ２位 ( 高校総体出場）

吹奏楽

東海吹奏楽コンクール 高校Ｂ編成の部 金賞・朝日新聞社賞
第５４回中部日本吹奏楽コンクール中部本大会 小編成の部 優勝

第２４回管楽器個人・重奏コンテスト
中部本大会

金管八重奏 優秀賞
フルート独奏 優秀賞
フルート独奏 優良賞



「
ポ
プ
ラ
基
金
」
創
設
募
金
趣
意
書

　

皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
愛
知
県
立
岡
崎
北
高
等
学
校
に

対
し
て
平
素
よ
り
ご
高
配
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、北
高
の
グ
ラ
ン
ド
南
西
に
あ
る
「
三
本
松
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
も
よ
く
ご
存
じ
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
こ
の
「
三
本
松
」
の
由
来
は
、
北
高
が

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）
に
現
在
地
に
移
転
し

た
時
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
校
地
造
成
の
た
め
に
多

く
の
木
々
が
伐
採
さ
れ
る
中
、
校
地
の
多
く
の
部

分
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
近
藤
太
重
郎
氏
か
ら
、

「
三
本
松
だ
け
は
残
し
て
」
と
の
要
望
を
受
け
、
三

本
の
ク
ロ
マ
ツ
が
残
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

以
来
「
三
本
松
」
は
、五
十
五
年
余
の
長
き
に
わ
た
っ

て
北
高
生
を
見
守
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
間
、
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
年
）
に
松
毛
虫
の

被
害
で
そ
の
一
本
を
失
い
、
本
年
二
月
に
は
、
マ
ツ

ク
イ
ム
シ
の
被
害
か
ら
倒
木
の
危
険
性
が
危
惧
さ

れ
た
た
め
、
さ
ら
に
一
本
が
伐
採
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
現
在
の
「
三
本
松
」
は
、
一
本
松

の
状
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
同
窓
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、「
三
本
松
」

の
復
活
を
目
指
し
て
、
広
く
同
窓
生
の
皆
様
に
募
金

を
呼
び
か
け
て
「
ポ
プ
ラ
基
金
」
を
創
設
し
、
こ
の

基
金
を
利
用
し
て
今
年
度
中
に
二
本
の
ク
ロ
マ
ツ

を
同
地
に
植
樹
す
る
こ
と
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
来
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も
、
台
風
等
で

被
害
を
受
け
て
い
る
ポ
プ
ラ
並
木
の
整
備
等
に
基

金
を
活
用
す
る
な
ど
、
母
校
の
環
境
整
備
に
長
期
的

に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご
厚
情
を
得
て
、
左
記

の
要
領
で
募
金
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
同

窓
生
の
皆
様
に
は
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
是
非
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ク
ロ
マ
ツ
植
樹
の
際
に
は
、
同
窓
会
と
学

校
関
係
者
（
職
員
・
生
徒
）
で
「
植
樹
祭
」
を
実
施
し
、

北
高
の
シ
ン
ボ
ル
再
生
を
祝
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
同

窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
ご
連
絡
す
る
予
定
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
三
年
七
月
吉
日

愛
知
県
立
岡
崎
北
高
等
学
校
同
窓
会

記

一　

基
金
の
名
称　
「
ポ
プ
ラ
基
金
」

二　

創
設
の
目
的　
「
三
本
松
」
復
活
（
ク
ロ
マ
ツ

２
本
の
植
樹
）
及
び
ポ
プ
ラ
並
木
の
整
備
等
、

北
高
の
環
境
整
備
へ
の
支
援

三　

基
金
の
口
座　

岡
崎
信
用
金
庫
に
新
た
に
口

座
を
設
け
、
同
窓
会
事
務
局
が
管
理

四　

募
金
の
方
法

　

ア　

毎
年
度
の
「
北
高
会
」
総
会
で
寄
付
を
募
る

	

（
振
り
込
み
も
可
）

　

イ　

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
寄
付
を
募
る

	

（
継
続
し
て
実
施
）

　

ウ　

同
窓
会
報
等
で
寄
付
を
募
る

	

（
継
続
し
て
実
施
）

五　

お
問
い
合
わ
せ
先

						

愛
知
県
立
岡
崎
北
高
等
学
校
同
窓
会
事
務
局

（
担
当　

酒
井
得
郎
）

						

電　

話　

〇
五
六
四
（
二
二
）
二
五
三
六

2012（平成 24 年）8月3日（4）北 高 会   同 窓 会 報第 6号

パッケージプラザ

ポ
プ
ラ
基
金

　
｢

ポ
プ
ラ
基
金｣

は
、
以
下
の
趣
意
書
に
う
た

って
い
る
よ
う
に
、
学
校
側
で
は
実
施
で
き
な
い

｢
ポ
プ
ラ
並
木｣

や｢

三
本
松｣

等
の
環
境
整

備
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
の
基
金
で｢

ポ
プ
ラ
並
木｣

の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ポプラ並木と今年度教育実習生 昨年度　復活した「三本松」



（5）2012（平成 24 年）8月3日 北 高 会   同 窓 会 報 第 6号
　
　
　

吹
奏
楽
部
顧
問
・
北
高
会
書
記

村
田
浩
明　

・
県
立
学
校
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

（
文
化
芸
術
部
門
）と
は

　

こ
れ
は
現
代
芸
術
や
地
域
の
伝
統
文
化
を
重

視
し
た
取
組
な
ど
、
豊
か
な
情
操
を
育
く
む
た
め

の
教
育
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
色
が

あ
り
魅
力
に
富
む
県
立
高
等
学
校
づ
く
り
の
一

層
の
推
進
を
図
る
愛
知
県
の
事
業
で
す
。

・
事
業
の
期
間

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま

で
の
三
年
間
の
取
組
で
す
。

・
研
究
指
定
校
に
つ
い
て

愛
知
県
全
体
で
、
岡
崎
北
高
校
と
成
章
高
校
の
二

校
が
文
化
芸
術
部
門
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
本
校
の
取
組
テ
ー
マ

「
和
楽
器
と
吹
奏
楽
の
融
合	

―

　
　

新
た
な
楽
曲
づ
く
り
を
目
指
し
て
ー
」
を

テ
ー
マ
に
、
吹
奏
楽
部
を
中
心
に
進
め
て
い
ま
す
。

・
具
体
的
な
取
組

　

昨
年
度
は
、
愛
知
県
に
四
人
し
か
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
和
太
鼓
づ
く
り
の
職
人
さ
ん
（
三
浦
太
鼓

店
五
代
目
三
浦
宏
之
さ
ん
）
に
、
吹
奏
楽
部
に
向

け
て
和
太
鼓
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
理
解
を
深
め
、
三
浦
太
鼓
店
六
代
目
三
浦
和
也

さ
ん
の
和
太
鼓
チ
ー
ム
「
零
（
ゼ
ロ
）」
に
演
奏
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
、
和
太
鼓
と
吹
奏
楽

が
共
演
で
き
る
楽
曲
を
研
究
し
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
地
域
の
吹
奏
楽
祭
と
、
学
校
文
化
祭
で

そ
の
楽
曲
を
演
奏
披
露
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
こ

の
事
業
を
通
し
て
経
験
し
た
こ
と
を
題
材
に
英
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、「
中
間
報
告
演
奏
会
」
と
し
て
、
平

成
二
十
四
年
十
一
月
十
一
日
に
、
岡
崎
市
民
会
館
大

ホ
ー
ル
に
て
、
吹
奏
楽
と
和
太
鼓
の
融
合
楽
曲
を
演

奏
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
次
回
予
告
で
三
味
線
の
加

藤
君
（
本
校
三
年
生
、
三
味
線
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
多
数
）
も
演
奏
し
ま
す
。
こ
の
演
奏
会
は
広
く
一

般
の
方
に
向
け
て
開
き
ま
す
の
で
、
是
非
、
同
窓

生
の
皆
様
に
も
多
数
お
出
か
け
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
度
に
は
、
三
味
線
や
琴
な
ど
と
の

共
演
を
目
指
し
つ
つ
楽
曲
を
作
っ
て
い
き
、
演
奏
会

を
開
き
、
そ
の
成
果
を
披
露
す
る
予
定
で
す
。

　

以
上
の
取
組
で
、
和
楽
器
の
魅
力
を
地
域
へ
と
発

信
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
が
日
本
の
文
化
を
体
感

し
、
そ
の
経
験
を
地
域
へ
と
還
元
で
き
る
よ
う
、
演

奏
活
動
に
と
ど
ま
ら
な
い
取
組
へ
と
発
展
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

県
立
学
校
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

（
県
立
学
校
教
育
活
性
化
推
進
事
業
）

◎
文
化
芸
術
部
門
指
定
校
に
決
定
! !三浦太鼓店さんによる説明

（2011 年 9 月）

「
中
間
報
告
演
奏
会
」

日
　
時　

平
成
二
十
四
年
十
一月
十
一日
（
日
）

　
　
　
　

十
四
時
開
演
、
十
六
時
終
演

場
　
所　

岡
崎
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

　
　
　
　

入
場
無
料

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
一
部	

《
吹
奏
楽
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
》・

	

交
響
詩
「
森
の
詩
」

	

リ
バ
ー
ダ
ン
ス
、

	

ス
ペ
イ
ン
組
曲

第
二
部	

《
和
太
鼓
チ
ー
ム
「
零
」》

第
三
部	

《
吹
奏
楽
と
和
太
鼓
の
融
合
ス
テ
ー
ジ
》・

	

ラ
ン
ナ
ー
（
爆
風
ス
ラ
ン
プ
）、

	

デ
ィ
ー
プ
パ
ー
プ
ル
メ
ド
レ
ー
、

	

津
軽
じ
ょ
ん
が
ら
節

	

ソ
ー
ラ
ン
＝
フ
ァ
ン
ク

	

お
礼
の
合
唱
～
群
読

今回の取組で協力していただいている三浦太鼓店について

「零」さんによる演武
（2011 年 12 月）

吹奏楽部員のミーティング風景
（2011 年 12 月）

吹奏楽部員の練習風景
（2011 年 12 月）

お
問
い
合
わ
せ
は

吹
奏
楽
部
顧
問
、（
村
田
・
中
村
）
ま
で

　

電
話
は
（
〇
五
六
四
）
二
二
―
二
五
三
六



　
　
　

北
高
38
回
生

山
崎
将
志　

　

岡
崎
北
高
同
窓
生
の
み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

１
９
９
０
年
卒
業
の
山
崎
将
志
で
す
。

　
「
ど
う
も
北
高
の
卒
業
生
に
変
わ
っ
た
こ
と
を

や
っ
て
い
る
人
間
が
い
る
ら
し
い
。」
と
い
う
噂
を

嗅
ぎ
つ
け
た
幹
事
の
先
生
に
お
声
が
け
を
い
た
だ
い

た
こ
と
が
ご
縁
で
、
本
寄
稿
の
機
会
を
得
ま
し
た
。

残
念
な
人
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

　

そ
の
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
０
年
に
出
版
さ
れ
た

『
残
念
な
人
の
思
考
法
』（
日
本
経
済
新
聞
社
）
を
は

じ
め
と
し
た
い
く
つ
か
の
著
書
が
、
少
し
ば
か
り
話

題
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
私
が
（
勝
手
に
）
定
義

し
た
「
残
念
な
人
」
と
は
、「
頭
は
悪
く
な
い
、
で

も
仕
事
が
で
き
な
い
」、
あ
る
い
は
「
能
力
も
あ
り
、

が
ん
ば
っ
て
も
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
成
果
が
出
な

い
」
人
の
こ
と
で
す
。
お
そ
ら
く
、
身
の
回
り
に
い

る
そ
の
よ
う
な
人
の
存
在
が
気
に
な
っ
た
り
、
メ

デ
ィ
ア
で
見
か
け
る
政
治
家
、
公
務
員
、
会
社
経
営

者
が
そ
う
見
え
る
と
お
感
じ
の
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
拙
著
を
た
く
さ
ん
の

方
に
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
た
理
由
で
は
な
い
か
、

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
仕
事
を
始
め
る
き
っ
か
け

　

私
は
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
ず
っ
と
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
と
い
う
仕
事
を
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
仕
事
は
、
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
「
企
業

が
収
益
を
上
げ
る
お
手
伝
い
を
す
る
」
こ
と
で
す
。

い
ま
社
会
に
出
て
二
〇
年
弱
で
す
が
、
前
半
は
会

社
勤
め
、
後
半
は
自
分
で
事
業
を
や
っ
て
い
ま
す
。

社
会
人
の
振
り
出
し
は
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
と
い
う

外
資
系
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
し
た
。
そ

の
会
社
を
選
ん
だ
理
由
は
、
大
学
の
学
部
が
経
済

学
部
経
営
学
科
だ
っ
た
か
ら･･････

と
い
う
の
は

ホ
ン
の
一
部
で
、
正
直
な
と
こ
ろ
消
去
法
で
し
た
。

岡
崎
で
暮
ら
し
て
い
た
中
学
・
高
校
時
代
か
ら
、

他
人
に
行
動
を
規
定
さ
れ
る
の
が
ど
う
し
て
も
苦

手
な
性
格
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
は
誰
に
と
っ

て
も
好
き
で
は
な
い
こ
と
で
す
が
、
私
は
ど
う
も

極
端
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
会
社
の
独
身
寮
に
は
入

り
た
く
な
い
し
、
行
き
た
く
も
な
い
場
所
に
飛
ば

さ
れ
て
働
く
の
は
め
ん
ど
く
さ
い
。
そ
う
な
る
と

外
資
系
の
会
社
で
す
。
加
え
て
、
と
り
あ
え
ず
会

社
に
入
れ
て
や
る
が
、
何
を
や
る
か
は
会
社
の
都

合
で
決
ま
り
ま
す
、
と
い
う
の
も
イ
ヤ
だ
。
と
な

る
と
、
や
る
仕
事
が
決
ま
っ
て
い
る
会
社
に
行
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
、
子
供
じ
み
た
動
機
で
飛
び
込
ん
だ
業
界

で
す
が
、
思
い
の
ほ
か
楽
し
い
仕
事
で
し
た
。
総
合

商
社
、
製
薬
、
保
険
な
ど
、
一
部
上
場
企
業
を
中
心

に
い
ろ
ん
な
会
社
の
案
件
を
や
り
ま
し
た
。
一
〇
年

ほ
ど
や
っ
て
い
る
と
、「
も
し
か
す
る
と
、
自
分
で

や
っ
た
ら
も
っ
と
上
手
く
や
れ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
大
い
な
る
勘
違
い
を
し
ま
し
て
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
や
る
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

新
た
な
取
組
に
つ
い
て

　

二
・
三
年
は
前
職
と
同
じ
よ
う
な
仕
事
を
や
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
上
手
く
行
か
な
い
。

そ
れ
に
加
え
て
、
他
社
の
お
手
伝
い
を
し
て
上
手

く
い
く
計
画
を
作
れ
る
な
ら
ば
、
自
分
で
事
業
を

や
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
い

始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
い
く
つ
か
事
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

現
時
点
で
上
手
く
行
っ
て
い
る
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
「
カ
ジ
タ
ク
」
と
い
う
会
社
が
あ
り
ま
す
。

カ
ジ
タ
ク
と
は
「
家
事
の
宅
配
」
と
い
う
意
味
で
、

共
働
き
世
帯
や
高
齢
者
の
一
人
世
帯
の
生
活
を
便

利
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
す
。
商

社
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
時
点
で
は
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
と
な
っ

て
い
ま
す
。
き
っ
と
岡
崎
の
イ
オ
ン
で
も
「
家
事

玄
人
」
と
い
う
商
品
が
置
い
て
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
お
手
に
と
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

現
在
は
、
新
規
事
業
開
発
、
書
籍
の
執
筆
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
に
そ
れ
ぞ
れ
１
／
３
ず
つ

時
間
を
使
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。
新
規
事
業
開
発

で
は
、
２
０
１
１
年
に
立
ち
上
げ
た
ゴ
ル
フ
ア
パ

レ
ル
「
ラ
ウ
ド
マ
ウ
ス
ゴ
ル
フ
」
が
軌
道
に
乗
っ

て
き
ま
し
た
。
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｇ
Ａ
の
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
リ
ー

が
着
用
し
て
い
る
、
か
な
り
人
の
目
を
惹
く
ゴ
ル

フ
ウ
ェ
ア
で
す
。
そ
の
他
も
い
く
つ
か
投
資
し
て

い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
ご
紹
介
で

き
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

書
籍
に
関
し
て
は
、
本
年
６
月
末
に
『
社
長
の

テ
ス
ト
』（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）
が
発
売
に
な

り
ま
し
た
。
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
楽
し
さ
と

苦
し
さ
を
、
小
説
仕
立
て
で
表
現
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
人
々
の
暮
ら
し
が
楽
し
く
な
る

よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
続
け
て
行
き
ま
す
。
短
文
で

は
あ
り
ま
す
が
、
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

店頭に並ぶ「残念な」人シリーズ

ビジネスコンサルティング会場の様子

「ラウドマウスゴルフ」
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【平成23年度　決算報告書】
（収入）

科　目 予算額 収入済額 比較増減額 備　考
繰越金 1,074,542  1,074,542 0
入会金  1,800,000  1,770,000 △ 30,000 5,000 円× 354 人
懇親会会費

 300,027 
 232,000 

209,454
2,000円×116人

協賛広告費  66,000 
諸収入  211,481 銀行利息・会報購読料・書籍売上

合　計  3,174,569  3,354,023 179,454

【平成23年度　特別会計決算報告書】
平成22年度 800,000
平成21年度 800,000
平成22年度 400,000
平成23年度 400,000

利息（23年度まで） 509
合　計 2,400,509

【平成23年度　ポプラ基金決算報告書】
（収入）

科　目 収入済額 備　考
募金（懇親会） 64,631
募金（個人・同年会等） 260,604 24回生 110,550円・18回生 57,054円
利　息 1

合　計 325,236

（支出）
科　目 収入済額 備　考

三本松　復興代金 157,500
合　計 157,500

（支出）
科　目  予算額 支出済額 予算残額 備　考

会議費  50,000  44,730 5,270
通信連絡費  200,000  185,213 14,787
総会費  1,100,000  957,173 142,827
慶弔費 50,000 −   50,000  
周年行事積立金 400,000  400,000 0  
同窓会報発行費  350,000  309,540 40,460
部活動激励費  500,000  560,000 △ 60,000
雑費  424,569  365,430 59,139 皆勤賞記念品・転退職者記念品料・白楊賞記念品等
予備費  100,000 − 100,000

合　計  3,174,569  2,822,086 352,483

平成24年度　役員一覧（敬称略、・印は学校側、◎委員長、○副委員長、☆が新任）

顧　問

　大原　正義（ 8 ） 　神取　鈴枝 （女36） 　　杉浦　民扶（ 7 ） 　今泉　直仁（ 6 ）
　大山　正夫（ 9 ） 　大川　英子 （女39） 　　中田　晴久（ 9 ） 　小林　圭子 （女39）
　中村　雄司（10） 　加藤佐智子（ 6 ） ☆・岩瀬　正光 　松平恵太郎（15）
　山田　善美（15）

会　長 　杉本　知治（26）
副会長 　深津　豊子（15） 　野村　政弘（24） 　　服部　直己（26） 　伊奈　　徹（34）
理事長 　阿部　年恭（24）
副理事長 　磯部　亮次（30）
書　記 　河合　剛志（29） ・村田　浩明
会　計 　小濱　　恵（18） ・広瀬八重子
会計監査 　臼井　行雄（18） 　峰澤　彰宏（30） 　　福澤　玉青（30） ・佐口　耕一

総会・組織
◎清水亜由子（20） ○杉田　雅裕（19） 　○手嶋　原生（31）
　佐々木靖史（25） 　糟谷　慶一（24）

名簿・広報
◎渡辺大治郎（17） ○都築　　進（32） 　○石川　敏郎（35） ○清水　大輔（38）
　今井　　泰（37） ☆大津　一夫（17）

学校代表 ・松田　昌浩
事務局長 ・酒井　得郎

（支出）
科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　考

会議費  50,000  50,000 0
通信連絡費  200,000  200,000 0
総会費  1,000,000  1,100,000 △ 100,000
慶弔費  30,000  50,000 △ 20,000
周年行事積立金  400,000  400,000 0
同窓会報発行費  300,000  350,000 △ 50,000
部活動激励費  500,000  500,000 0
雑費  341,937  424,569 △ 82,632 皆勤賞記念品・転退職者記念品料・白楊賞記念品等
予備費  10,000  100,000 △ 90,000

合　計  2,831,937  3,174,569 △ 342,632

【平成24年度　会計予算書（案）】
（収入）

科　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 備　考
繰越金 531,937  1,074,542 △ 542,605
入会金  1,800,000  1,800,000 0 5,000円× 360人
懇親会会費  220,000  200,000  20,000 2,000円× 110人
協賛広告費  66,000  66,000 0
諸収入  214,000  34,027  179,973 銀行利息・会報購読料等

合　計  2,831,937  3,174,569 △ 342,632

懇親会の
様子

懇親会の
様子



　

北
高
会
で
は
、
創
立
百
周
年
を
機
に
、
理
事
会
を

岡
崎
北
高
校
の
図
書
館
で
行
い
、
二
十
・
四
十
・
六
十

才
に
な
ら
れ
る
会
員
に
総
会
・
懇
親
会
へ
の
案
内
を

送
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
理
事
会
は
、
七
月
の
第
二
日
曜
日
午
後
に

固
定
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。（
今
年
は
午
後
二
時

開
始
）。
一
人
で
も
多
く
の
理
事
の
方
々
（
及
び
該

当
学
年
の
学
級
幹
事
）
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
総

会
・
懇
親
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
左
の
写
真
の
よ
う
に
、
会
議
後
に
は
音

楽
部
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
来
年
は
母
校
で
開
催
す
る
理
事

会
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

百
周
年
を
記
念
し
て
作
成
い
た
し
ま
し
た
記
念

誌
「
白
亜
の
校
舎
こ
こ
に
立
つ
」
の
残
部
が
あ
り
ま

す
。
頒
布
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
、
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
・
連

絡
先
は
。
会
報
の
題
字
下
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
な

お
、
記
念
誌
は
、
一
冊
三
千
円
で
お
分
け
し
て
お
り

ま
す
。
郵
送
を
ご
希
望
の
方
は
、
送
料
五
百
円
別
途

い
た
だ
き
ま
す
。

　

四
ペ
ー
ジ
に
も
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
「
ポ
プ

ラ
基
金
」
は
、創
設
わ
ず
か
六
カ
月
で
新
生
「
三
本
松
」

を
誕
生
さ
せ
る
の
に
十
分
な
金
額
に
達
し
ま
し
た
。
昨

年
度
の
懇
親
会
会
場
で
の
ご
協
力
を
は
じ
め
、
同
年
会

か
ら
の
多
大
な
協
力
（
特
に
、
北
高
18
回
生
、
北
高
24

回
生
の
皆
様
）
を
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
の
熱
い
関
心
と
心
か
ら
の

ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
今

年
度
は
、
三
年
前
の
台
風
で
大
き
な
被
害
を
こ
う
む
っ

た
ポ
プ
ラ
並
木
（
同
窓
会
報
第
四
号
２
面
参
照
）
を
、

苗
木
を
植
え
る
こ
と
で
修
復
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
口
五
百
円
以
上
と
手
軽
な
金
額
に
設
定
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
学
校
の
環
境
整
備
の
た
め
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

１　

同
窓
会
報
の
記
事
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

⑴
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
執
筆
者

　

⑵
近
況
報
告

　

自
薦
・
他
薦
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

２　

同
窓
会
報
ご
購
読
の
お
願
い

　

同
窓
会
報
の
購
読
者
が
増
え
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
購
読
料
は
、二
年
で
千
円
、

五
年
で
二
千
円
、
十
年
で
四
千
円
で
す
。

３　

お
問
合
せ
先

　

会
報
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
先

は
、
一
ペ
ー
ジ
題
字
下
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

事
務
局
で
は
、
会
報
に
掲
載
す
る
広
告
掲
載
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
と
代
金
は
、
第
二

面
に
あ
る
一
段
の
半
分
が
一
万
円
、
一
段
の
四
分

の
一
が
六
千
円
で
す
。
同
窓
生
で
広
告
掲
載
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

白
楊
賞
受
賞
者
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ボ
ー
ド
を

事
務
室
横
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
展
示
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前列右より1 組から4 組の学級幹事
後列右より5 組から9 組の学級幹事

【
退　

職
】

藪
田　

敏
行　
（
校
長
、
２
年
）

宇
野
美
智
子　
（
国
語
、
６
年
、
刈
谷
北
高
校
）

三
浦　
　

茂　
（
地
歴
公
民
、
１
年
、
小
坂
井
高
校
）

佐
藤　

慎
悟　
（
数
学
、
１
年
、
知
立
高
校
）

丸
山
美
智
子　
（
国
語
、
１
年
、
多
治
見
工
業
高
校
）

加
藤　

盛
久　
（
事
務
、
３
年
、
豊
田
高
等
養
護
）

【
転　

出
】

萩
生　

昭
徳　
（
教
頭
、
地
歴
・
公
民
、
６
年
、

	

吉
良
高
校　

校
長
）

小
島　

康
子　
（
英
語
、
13
年
、
安
城
東
高
校
）

原　
　
　

農　
（
国
語
、
６
年
、
安
城
東
高
校
）

藪
田　

陽
一　
（
事
務
主
査
、
３
年
、

	

岩
津
高
校　

事
務
長
）

【
転　

入
】　

阿
部　

卓
巳　
（
教
頭
、
理
科
、
豊
田
南
高
校
）

溝
口　

晃　
　
（
教
諭
、
英
語
、
衣
台
高
校
）

岩
脇　

歳
文　
（
教
諭
、
理
科
、
新
規
採
用
）

井
島　

基
成　
（
教
諭
、
国
語
、
新
規
採
用
）

永
留　

浩
樹　
（
講
師
、
国
語
、
一
色
高
校
）

飯
田　

里
美　
（
講
師
、
国
語
、
豊
田
高
校
）

大
塚
美
恵
子　
（
事
務
主
査
、
安
城
養
護
）

澤
田　

翔
平　
（
事
務
、
主
事
、
新
規
採
用
）

敬
称
略（
科
目
、在
職
年
数
、転
入・転
出
先
）

敬
称
略（
科
目
、在
職
年
数
、転
入・転
出
先
）

平
成
二
十
四
年
度 

先
生
方
の
異
動

平
成
二
十
四
年
度 

先
生
方
の
異
動

60 回生　学級幹事
今年度懇親会受付をサポート

理
事
会
へ
の
お
誘
い

理事会後の音楽部による
ミニコンサート

（平成24年7月8日）

　

新
年
度
に
入
り
ま
し
て
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
関

し
て
、
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
苦
情
や
問
い
合
わ

せ
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下

の
よ
う
に
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

①
当
同
窓
会
と
は
ま
っ
た
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

②
当
同
窓
会
で
は
他
の
会
社
に
委
託
し
て
名
簿
管
理

　
　

を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

な
お
、
返
信
を
催
促
す
る
内
容
の
案
内
が
あ
り
ま
し
て
も
個
人

情
報
や
名
簿
購
入
の
有
無
に
つ
い
て
は	

一
切
お
答
え
す
る
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
返
信
等
さ
れ
た
場
合
は
当
同
窓
会
と
し
て

は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
の
で
、く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
愛
知
県
立
岡
崎
北
高
等
学
校

同
窓
会
「
北
高
会
」
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
注
意
を
！！

記
念
誌
頒
布
し
て
お
り
ま
す

ポ
プ
ラ
基
金
へ
の
ご
協
力
へ
の
御
礼

懇親会ポスター

歴代受賞者（敬称略）

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

広
告
の
募
集


